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大熊弁玉とは…… 

 

 文政元（1818）年、江戸に生まれ、増上

寺で修業ののち、嘉永 3（1850）年、神奈

川宿の浄土宗三宝寺（現・神奈川区台町）

第 21世住職となった。明治 13（1880）年

63歳で没するまで神奈川に住み、その

間、得意とする短歌・長歌で異人館、人力

車夫、蒸気車、鉄道自殺など開港から文明

開化にかけての新事物、変貌する世相など

を題材に、多くの作品を残した。 

 雅号を「由良牟(ゆらむ)呂(ろ)（瑲々

室）」といい、長歌集「由良牟呂集」があ

る。 

 三宝寺では弁玉の命日（4月 25日）を

中心に、彼の事蹟の顕彰と作品を紹介する

「ゆらむろ忌」を開催している。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 そんな大熊弁玉について、前・司馬遼太

郎記念館学芸部長の増田恒男さんにお話し

していただきました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

弁玉は文政元年（1818）、江戸浅草俵町

の大熊卯八の四男として生まれ、幼名を鉄

之助といいました。文政 13年に浅草清徳

寺に入り、大潮和尚に戒を受け満潮と称し

ます。 

 

天保 ３年（1832） 芝三縁山増上寺へ入

寺、大僧正明誉坐下において宗義を相承。 

 

嘉永５年（1852） 『類題武蔵野集』『鴨河四郎

集』に短歌入集。 

第 56回いそご文化資源発掘隊 
 文明開化を生きた歌人 大熊弁玉 

（2022 年９月 15日開催） 

（2022 年 5月 17日開催） 

（2021 年 3月 10日開催） 

2020年 11月 13日開催 
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安政３年（1856）～安政 4年（1857）神奈

川宿での歌会相次ぐ。（「金川日記」によ

る） 

安政４年（1857） 『類題武蔵野集』二篇

に短歌入集。 

安政５年（1858） 『類題千船集』に短歌

入集。 

文久２年（1862） 『玉籠集』に短歌入

集。 

明治３年（1870） 辨玉の弟没す。 

明治４年（1871） 『類題新竹集』に短歌

入集。 

明治８年（1875）  森田友昇編『横浜地名

案内』に跋文をよせる。 

明治 10年（1877） 『明治現存三十六歌

仙』に入集。 

明治 10年（1877） 12月  辨玉書の望欣

台の碑なる。 

明治 11年（1878） １月 『芳風集』及び

平塚梅花編の『王盛集』に入集。 

明治 11年（1878） 11月 『開化新題歌

集』に入集。 

明治 12年（1879） 春近藤芳樹『由良牟呂

集』序、古経堂主人松翁『由良牟呂集』跋 

明治 12年（1879）  10月 『箱根草第一

集』に入集。 

明治 12年（1879）  12月 『由良牟呂

集』二冊出版。 

明治 13年（1880）   4月  『箱根草第三

集』に入集。 

明治 13年（1880）  4月 25日病没(63)。 

法名：善蓮社浄誉上人慶阿清歌興辨玉老和

尚。 

明治 41年（1908） 『由良牟呂集』再版

（３冊本）。 

 

↑由良牟呂集 

 

明治 12年 12月に出版した弁玉の長歌

集。長歌 213首、反（短）歌 22首が収め

られている。 

 

三宝寺（神奈川区）にある大熊弁玉の墓碑。 

『由良牟呂集』を出版した翌明治 13年 4

月に病没している。 
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墓碑拡大 

 

 

明治 13年 7月 25日、高島別荘において

瑲々室、豊水門両社中で追善会を開く。こ

れはその時の記事。 

  ←拡大 

 

弁玉師倭歌碑 
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この碑は、明治 16年に高島嘉右衛門の

邸内に建立されたが、その後は幾度か場所

が変り、昭和 41年になって現在の高島山

公園内に据えられることになった。 

現在では、碑の変遷経過は忘れられてお

り、当初から今の場所にあったものと思わ

れているのである。もっとも碑の移転理由

は、個人の家の事情に起因しているため、

その詳細は判然としないが、弁玉を語るう

えでこの碑の変遷経緯を記しておくことも

必要だろう。 

明治 16年、高島嘉右衛門はこの碑を自

邸宅内に建てたのである。碑に建碑者の名

前を刻す必要が無かったのはそのためであ

る。三宝寺と高島嘉右衛門の邸宅は近接し

ており、ふたりには親密な交流があったこ

とは『由良牟呂集』に、嘉右衛門の山荘に

ついての長歌が収載されていることでもわ

かる。この山荘は迎賓館的役割を果たして

いたらしく、養鸕徹定（うがい てつじょ

う）や福田行誡（ふくだ ぎょうかい）な

どの賓客がくるたび弁玉と嘉右衛門は、た

びたびもてなしの宴を開いていた。 

大正 3年、高島嘉右衛門が没すると、高

島邸から碑を移転することになったのであ

る。どのような事情だったのかは不明だ

が、山荘など処分の必要があったのかもし

れない。 

この碑の移転を引き受けたのは、保土ヶ

谷の素封家岡野欣之助であった。欣之助の

父良哉は、弁玉に和歌を師事し、『由良牟

呂集』の出版人のひとりであった。終生、

弁玉を敬愛しており、弁玉もまた岡野良哉

を頼みにしていたのであった。欣之助は、

父良哉の弁玉に対する想いから碑を受け入

れたのであろう。 

大正 5年 1月、欣之助は自家の別邸千歳

園に碑を移設させた。千歳園は、後年に西

区の岡野公園となっている。 

昭和 4年に欣之助が亡くなると、また碑

を移転することになったのである。これも

推測だが岡野家で別邸千歳園を処分する必

要があったのかもしれない。しかし所有者

は変ることなく、保土ヶ谷にある岡野家の

私園常盤園に移されたのである。常盤園

は、欣之助が所有する山林を利用して造園

した広大な庭園だった。 

その後、この地は講談社社長の野間家の

所有となったが、碑はそこに置かれたまま

であった。さらに野間家から横浜市へと所

有者が代わったが、碑はそのまま置かれて

いたのである。やがて常盤園の一角に老人

施設の恵風寮（現在・養護老人ホームの横

浜市恵風ホーム）が建てられ、碑は建物の

背後に位置するかたちであったが、そこに

残されたままであった。 

昭和 39年当時、恵風寮の裏庭にひっそ

りと建つ碑を見た詩人の故近藤東氏は、そ

の有様を憂い、当時の故飛鳥田一雄横浜市

長宛てに、碑を相応しい場所へ移設し、保

存するようにとの要望書を提出した。この

動きに横浜文芸懇話会も同調したのであっ

た。これへの市の対応は早く、昭和 41年

2月に当初の地にほど近い、神奈川区高島

山公園に碑を移転させ、現在に到っている

のである。 

なお、この碑は高島嘉右衛門の業績を顕

彰する望欣台の碑とともに平成 4年に地域

を知る上で重要な文化財として横浜市地域

文化財に登録された。 

増田恒男氏の論文『文明開化を生きた歌人・大熊弁

玉……神奈川に弁玉といはれし僧ありて』より 『大

倉山論集』第 61輯 平成 27年 3月 
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明治 44年、琴平神社（旧飯綱権現）境内

へ移転 

 

昭和初期、岡野家の私園「常盤園」に移転 

 

大熊弁玉の長歌 

 

「明治九年九月廿二日夜於鶴見村鉄道有人

竊（ひそか）伏俟列車奔転身摧（くじく）於轍跡

死矣聞此憐之乃作歌」 

 

【読み】楽しきを誰か厭はむ悲しきを誰かほり

せむ悲しかる極みといふは世の人の身まかる

なるを天とぶや鶴見の里の鉄の道にこやりて

はしり来る車にひかれ心から身まかりぬとふい

かさまに思ひ惑ひし大御代は栄行くさかり里の

名は千世呼ふ鶴見長からむ齢たのみて真盛

の時をあふぎてかにかくにうきに堪へなば楽し

きにまたあはしやはかなしけく命捨てけむ哀れ

其人 

 

【大意】楽しみは誰が嫌がろう。悲しみを誰が

欲するだろう。悲しみの極みは人の死なのに、

鶴見村（現・横浜市鶴見区）の鉄道に横たわ

り、走ってくる汽車に轢かれて自殺したという。

どのように思い迷ったであろうか。新政になっ

て世は栄えてゆくのに、また村の名は目出度

い鶴見なのに。長い一生これから栄える御代

を仰いで、じっと辛抱すれば楽しいこともまた

あろうものに。悲しくも命を捨てた哀れな其の

人よ。 

 

新橋・横浜間で鉄道開通をしたのが明治５年

である。この事件が鉄道自殺の最初とは断言

できないが、鉄道自殺を詠んだ最初の歌であ

ることは間違いないであろう。 

 
「人力車夫」 
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【読み】大路行く人に雇はえ引きと引くちから

車の七車数重ぬれど朝宵のけぶりの代にこと

ごとに数へあつれば悲しかる老の父母愛ほし

き吾が妻子らの明日の日を直ぐさむまけも借り

て引く車の価借りて住む家の価の今日の日の

代に為さむと糟湯酒啜りもかねて汗あえて息

つき喘ぐいたつきをつらつら思へば行くさ来さ

轍を拭ひ軸にさす油もおのが身の油なる】 

 

【大意】人力車は、大路をゆく人に雇われ、客

を乗せて廻るが、いくら多くの客をのせても稼

ぎは朝夕の食費に費えてしまう。老いた両親、

愛する妻子のための明日の蓄えと用意して

も、借りている車の賃料や借家の家賃になっ

てしまう。せめて食事の足しにしようとした糟湯

酒（酒糟を湯で溶いたもの）も飲めず、汗を掻

き、息つき喘いで一生懸命生活をしている。車

の軸にさす油は、自分の身体の油そのもの

だ。 

人力車は、和泉要助、高山幸助、鈴木徳次

郎の三名が発明者とされており、馬車や荷車

からヒントを得たという。 

明治３年その三人が営業を出願して許可さ

れたといわれている。『横浜沿革誌』には「明

治３年 11 月、神奈川・川崎間に人力車を創業

す」とある。人力車は文明開化を象徴するもの

であったが、人力車を持つ者、借りる者という

いわば資本家と労働者の構図がみてとれ、そ

れを見抜いた弁玉の視線は、貧しい労働者に

向けられているのである。 

なお、人力車の発明は、横浜の宣教師のゴ

ーブルという説もあることを附記しておく。 

 

「安政六年己未六月於横浜地新設花街於是

使近駅之遊女転移于新地送以軽輿矣余見之

作歌」 

 

【読み】古の唐のこきしが北国のえみしの長に

送りけむ雅をみなの行く行くも慰めかねて乗る

駒の歩みもなづみ四つの緒の琴の音みだり玉

と散る涙ぬきけむためしをもひきてぞ思ふ蟹が

ゆく横浜のへに移り住む浮かれ女がとも桜花

匂へる姿望月のゑめる面わもかきくれて袖うち

おほひ夏草のしなへうらぶれ穂薄の露にしほ

たれうなかぶし濡れそぼちゆく写し絵の選びな

りせばまひしても描き違わせて洩れぬべき術も

あらむを術もなき身を歎きつつ悲しみて厭ひな

がらも外つ国の人に枕を明日は交さむ 

 

【大意】漢の王から匈奴の王に贈られた女性・

王昭君の故事のように、新開地横浜に移され

ていく遊女たちの桜花の匂えるような姿、満月

のような笑顔も悲しみに沈んで、袖で顔を覆

い、夏草のように心も萎み、尾花が露に濡れた

ようにうなだれ、横浜へ連れて行かれる。似顔

絵で横浜に行く遊女を決めるのであれば、賄

賂を使ってでも醜く絵を描いて貰い、選に洩

れるようにする方法もあろうものに、そうする術

もない身の上だ。いやいやながらも明日からは

外国人と枕を交わすのであろう。 

 

◎横浜の開港は、題詞にあるとおり安政６

（1859）年 6 月である。この時に外国人用の遊

郭も営業を開始したのである。そこに近隣の宿

場から遊女たちが集められたもので、その様

子を詠んだものである。ちなみにこの遊郭は仮

設のもので、この年の 11 月に港崎遊郭（現・

横浜スタジアムのある地）が完成し、本営業を

開始した。横浜開港の裏面史といえよう。 
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「過横浜異人館作歌」 

【読み】武蔵の海 横浜の津は まゐ来ぬる 

外国とつくに人の 分けて住む 町も八十やそ

町 やちまたに つづく高屋の 庭広き 厨くり

やを見れば 猪ゐの子は 垣つに放ち 牛は 

杭うちつなぎ 庭鳥は 伏籠ふせごに飼へり 

生膚いくはだを 断ちて煮らゆか 逆剥さかは

ぎに 剥ぎて焼かゆか 朝菜の饗あへ 夕餉

ゆふけの設まけに しが親を 取らくを知らに 

しが子を 取らくを知らに 遊ばひをるよ 鳥も

けものも 

 

【大意】武蔵の海に面する横浜の港は、渡来し

た外国人が、日本人と分けて住む町も数多く、

たくさんの街路に列なる高い建物の広い庭の

調理場を見ると、豚は柵の中に放ち飼い、牛

は杭を打って繋ぎ、鶏は伏籠に飼っている。

生皮を斬って煮られるのか。逆剥ぎに剥いで

焼かれるのか。朝食の馳走、あるいは夕食の

用意に、自分の親を取られることを知らずに、

自分の子を取られることを知らずに、遊び続け

ているよ、鳥も獣も。 

安政 6 年(1859)6 月に横浜港が正式に開

港されると、間もなく山下町辺りに山下居留地

（関内居留地）が完成し、さらに慶応 3 年

(1867)には山手居留地が増設されて異人館が

建ち並んだ。弁玉はいずれかの居留地で異

人館を見る機会があったのであろう。居留地の

人々の暮らしぶりが髣髴とするが、畜肉を食う

文化風俗に対して当時の日本人が受けた衝

撃も生々しく伝えている。 

 

杉田日記 

 
「相将ひきい友人某々遊杉田梅林作歌」 

【読み】蟹がゆく横浜のまち級しなたてる石川

の坂山そばの根岸の畑百たらず五十子の浜

みつ栗の中原の道すぎすぎて杉田の里にひ

さこに酒さへいれわりごにいひさへもりてはろ

ばろと来しいたつきもおもふどちわすれてぞみ

る梅のさかりに 

 

【大意】横浜のまち、石川の急な坂道、山そば

の根岸の畑を、百に足らない五十子（磯子のこ

と）、三つある栗の真ん中の中原を通り過ぎて

杉田の里へやっと来た。瓢に酒を入れ、割子

（弁当箱）のご飯もつめて、道すがらの苦労も

忘れ、今を盛りの杉田の里の梅見を楽しみま

すよ 

  洒落た掛け言葉を使い、横浜の地名を織り

込みながら杉田の梅見物を楽しんでいる弁玉

たちの一行が眼に浮かぶ歌である。 

 

弁玉の和歌についての評価 

①大和田建樹(たけき)（愛媛出身の国文学者

で歌人、詩人。「鉄道唱歌」は有名） 
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 「近年は神奈川に弁玉といはれし僧あり

て。長歌もて名ありしが。つとめて新事実新言

語をよみこまんとせし跡の見やるは。また風潮

の向う処を見るべし」 

②斎藤茂吉（歌人） 

「弁玉の歌は、新しい材料、新しい趣向を歌

ってゐるが、やはり和歌革新の運動には参与

しなかった。ただ後年の気運を形成したのは

既に弁玉あたりの作物にもその気勢が見える

と謂って好いのである」 

③小泉苳三(とうぞう)（横浜生まれ、歌人、文学

博士） 

「その長歌は古語古調を巧に駆使して、しかも

新題を自由に歌ってゐる。まことに功名ではあ

るが、姿が目立って内容がこれにともないかね

る憾がある」 

④日夏耿之介(こうのすけ)（詩人、英文学者） 

「一般的にいえば長歌形式で新詩材を歌っ

たものの感じは時代おくれの国文家が、一図

に驚心動魄する滑稽な痴態以上に出なかっ

た」 

⑤窪川鶴次郎（静岡生まれ、文芸評論家―プ

ロレタリア文学） 

「鶴見村での少女の鉄道自殺」「岩亀楼の

遊女喜遊」を詠んだ長歌をつらぬいているもの

は、庶民の労苦や不幸への深い同感である」 

 

弁玉をめぐる人々  

養鸕徹定(うかいてつじょう) …知恩院第７５

世、浄土宗管長。 

福田行誡(ぎょうかい) …知恩院住職、浄土宗

管長。 

加藤祐一 … 神奈川奉行所の役人で、維新後

は五代友厚の片腕となり大阪経済の発展に尽

力した。『文明開化』『会社弁講釈』など啓蒙

書、経済書を著した。 

木村敬弘 … 神奈川奉行所通詞。英語に堪

能で新潟開港に従事。米澤の興譲館で英語

を教授す。妻はま子は相楽総三の姉。青山墓

地の敬弘墓碑は弁玉が記す。 

平塚梅花 … 漢詩人、もと浄土宗の僧侶。明

治初年横浜に来住し弁玉と親交。 

荒波直方 … 保土ヶ谷生まれ、弁玉の門人で

保土ヶ谷の発展に貢献。 

岡野良哉 … 保土ヶ谷生まれ、門人で保土ヶ

谷の発展に貢献。 

 

弁玉の死  

「弔辨玉師」…平塚梅花の漢詩から、長患い

ではなく急逝したことがわかる。 

寄跡金川三十年 半宵微疾即終焉 上天應

是有歌撰 急召善歌斯老禅  

福田行誡の追悼歌（「後落葉集拾遺」『福田行

誡上人全集』所収）。 

三寶寺の 老僧此頃 なくなりしと つげたるを

ききたがひて驚きて 老いの耳 こしとききしは 

違ひにて 西にゆきしと いうはまことか 

弁玉は、横浜開港や文明開化についての新

事物や現象などを長歌・短歌で詠んだ。 

それらの歌は新体詩の先駆けと評価され、

歌壇史に特異な位置を占めている。 

またその和歌は記録文学として、新しい横

浜の姿を伝えた。 

神奈川宿一大文芸サロンとしたのみなら

ず、横浜自体の文化の興隆に貢献した。 

神奈川、保土ヶ谷をはじめ各地の門人たち

を育成するという教育者であった。 

総じて、地方の文化人という枠にはおさまら

ない人物といえるであろう。【了】 

 


